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（百万円未満切捨て） 

１．平成23年３月期第２四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年９月30日） 
(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 
 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第２四半期 10,101 8.5 326 58.7 410 71.4 190 73.5 
22年３月期第２四半期 9,308 △17.1 205 △16.0 239 △36.5 109 △47.9 
 

 
１株当たり 

四半期純利益 
潜在株式調整後 

１株当たり四半期純利益 
 円 銭 円 銭 

23年３月期第２四半期 6.14 － 
22年３月期第２四半期 3.54 － 
 
(2) 連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産 
 百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第２四半期 32,135 12,363 37.7 390.55 
22年３月期 32,076 12,313 37.6 389.33 

（参考）自己資本  23年３月期第２四半期 12,102百万円 22年３月期 12,064百万円 

 
２．配当の状況 

年間配当金 
 第１ 

四半期末 
第２ 

四半期末 
第３ 

四半期末 
期  末 合  計 

 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期 － 0.00 － 4.00 4.00 
23年３月期 － 0.00    
23年３月期(予想)   － 4.00 4.00 

（注）当四半期における配当予想の修正有無 ：有・無 

 
３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

通     期 20,500 4.4 600 5.0 700 2.2 370 0.5 11.94 
（注）当四半期における業績予想の修正有無 ：有・無 

 



４．その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。） 
 
(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ：有・無 

 新規  －社  （社名） 、除外  －社  （社名） 
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  
(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有・無 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  
(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有・無 
② ①以外の変更 ：有・無 
（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会

計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  
(4) 発行済株式数（普通株式）  

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 23年３月期２Ｑ 31,000,000株 22年３月期 31,000,000株 
② 期末自己株式数 23年３月期２Ｑ 11,790株 22年３月期 11,711株 
③ 期中平均株式数(四半期累計) 23年３月期２Ｑ 30,988,250株 22年３月期２Ｑ 30,989,268株 

 
 
※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決
算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続が実施中です。 
 
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理
的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性
があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四
半期決算短信（添付資料）３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 
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１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報 

(1) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、昨年後半以降、立ち直りの兆しが見え出したも

のの、国内の景気対策の息切れ、欧米の景気減速懸念や急激な円高の進行の影響を受け、先行きが不

透明となり、今後の景気の下振れリスクに対する懸念が高まりつつあります。 

当社グループにおきましてはこうした経済状況の中で積極的な新製品の販売活動に取り組み、新規

需要家の獲得による販路拡大とともに、引き続き経費削減努力を重ね、コスト競争力の一層の向上を

目指して取り組んでまいりました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は10,101百万円（前年同四半期比8.5％増）

となりました。損益面では、営業利益は326百万円（前年同四半期比58.7％増）、経常利益は410百万

円（前年同四半期比71.4％増）、四半期純利益は190百万円（前年同四半期比73.5％増）となりまし

た。 

 

事業の種類別セグメントの業績は次のとおりであります。 

（塗料事業） 

アルミ電着塗料はビル建築・戸建住宅関連は依然として低迷し、サッシ業界向けも低調がつづいて

いる一方で、主力ユーザーのシェア拡大により売上は増加いたしました。工業電着は景気回復による

既存ユーザーの緩やかな回復や新規ユーザーのライン獲得による販売数量増加により、売上は大幅に

増加いたしました。粉体塗料は鋼管用塗料の出荷が低調であったものの、全体としては数量・金額と

も前期並みとなりました。工業用塗料はとくに６月以降、工作機械や建設機械向けの市場回復による

主力ユーザーの生産回復と新規需要家の獲得により、売上は増加いたしました。建築塗料分野では、

建築外装・内装・屋根・床等すべての用途で競争激化により出荷数量が減少しました。防食塗料分野

では官公庁のインフラ計画の減少及び民間の設備投資による新規構造物の発注減少などによる価格競

争の激化が大きく響き、売上は減少となりました。道路施設用塗料はすべり止め材は昨年並みだった

ものの、カラー舗装材及び段差修正材が堅調だったため、売上は増加いたしました。軌道材料製品の

売上については、主力の環境対応型商品である道床安定剤の需要は減少しましたが、スラブ補修材が

東北地方を中心に堅調に推移し、売上は増加いたしました。自動車用塗料分野は、主力ユーザー向け

の出荷量の伸び率が７月以降、それまでの伸びに比べ緩やかになったものの、引き続き回復基調を続

けており、売上は増加いたしました。 

この結果、塗料事業の売上高は9,207百万円、セグメント利益は385百万円となりました。 

（化成品事業） 

受託生産している、化成品事業の売上高は893百万円、セグメント利益は25百万円となりました。 
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(2) 連結財政状態に関する定性的情報 

（総資産） 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、受取手形及び売掛金が前連結会計年度末に比べ

166百万円、無形固定資産が100百万円増加し、有形固定資産が146百万円、たな卸資産が72百万円減

少したこと等により32,135百万円（前連結会計年度末比58百万円増）となりました。 

（負債） 

当第２四半期連結会計期間末における負債は、短期借入金が1,760百万円増加し、長期借入金が

1,674百万円、支払手形及び買掛金が73百万円減少したこと等により19,772百万円（前連結会計年度

末比8百万円増）となりました。 

（純資産） 

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、利益剰余金が66百万円増加したこと等により

12,363百万円（前連結会計年度末比49百万円増）となりました。 

（キャッシュ・フローの状況） 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、1,472百万円となりました。 

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであ

ります。 

①営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動によるキャッシュ・フローは、367百万円となりました。その主な要因は、税金等調整前

四半期純利益347百万円及び減価償却費289百万円の収入、売上債権の増加による支出163百万円及び

法人税等の支払による支出185百万円等によるものであります。 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

投資活動によるキャッシュ・フローは、△232百万円となりました。その主な要因は、有形固定資

産の取得による支出123百万円等によるものであります。 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によるキャッシュ・フローは、△101百万円となりました。その主な要因は、短期借入れ

による収入350百万円、短期借入金の返済による支出430百万円、長期借入れによる収入1,000百万

円、長期借入金の返済による支出834百万円、配当金の支払による支出123百万円等によるものであり

ます。 

 

(3) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成23年３月期(平成22年４月１日～平成23年3月31日)の連結業績予想につきましては、平成22年 

5月14日に公表しました業績予想に変更はございません。 

 

２．その他の情報 

(1) 重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 
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(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

【簡便な会計処理】 

（棚卸資産の評価方法） 

棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積

り、簿価切下げを行う方法によっております。 

（固定資産の減価償却費の算定方法） 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定す

る方法によっております。 

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】 

（税金費用の計算） 

税金費用の算定に関しては、第２四半期連結会計期間を含む年度の税引前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算す

る方法によっております。なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。 

 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

【「資産除去債務に関する会計基準」等の適用】 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20

年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平

成20年３月31日）を適用しております。 

これにより、営業利益及び経常利益はそれぞれ１百万円減少し、税金等調整前四半期純利益は56百

万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は70百万円であ

ります。 

【表示方法の変更】 

（四半期連結損益計算書関係） 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく財務諸表

等規則等の一部を改正する内閣府令（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用により、当第２四

半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。 

（四半期連結キャッシュ･フロー計算書関係） 

前第２四半期連結累計期間において、「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含め

て表示しておりました「退職給付引当金の増減額（△は減少）」及び「役員退職慰労引当金の増減額

（△は減少）」は当第２四半期連結累計期間では、区分掲記することとしております。なお、前第２

四半期連結累計期間の「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含まれる「退職給付引

当金の増減額（△は減少）」は△23百万円、「役員退職慰労引当金の増減額（△は減少）」は△２百

万円であります。 
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3. 四半期連結財務諸表 
(1) 四半期連結貸借対照表 

(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,502 1,468 

受取手形及び売掛金 6,576 6,410 

商品及び製品 1,384 1,442 

原材料及び貯蔵品 562 576 

その他 296 362 

貸倒引当金 △32 △22 

流動資産合計 10,290 10,238 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,796 2,867 

機械装置及び運搬具（純額） 616 687 

土地 16,491 16,491 

その他（純額） 196 200 

有形固定資産合計 20,100 20,247 

無形固定資産 369 268 

投資その他の資産   

投資有価証券 801 795 

その他 575 531 

貸倒引当金 △2 △5 

投資その他の資産合計 1,375 1,322 

固定資産合計 21,845 21,838 

資産合計 32,135 32,076 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,486 5,559 

短期借入金 4,899 3,139 

1年内償還予定の社債 － 50 

未払法人税等 153 211 

賞与引当金 191 186 

その他 661 709 

流動負債合計 11,392 9,855 

固定負債   

長期借入金 1,685 3,360 

再評価に係る繰延税金負債 5,114 5,114 

退職給付引当金 887 792 

役員退職慰労引当金 8 9 

負ののれん 12 15 

その他 672 616 

固定負債合計 8,380 9,907 

負債合計 19,772 19,763 
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(単位：百万円)

当第２四半期連結会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,255 2,255 

資本剰余金 585 585 

利益剰余金 2,619 2,553 

自己株式 △1 △1 

株主資本合計 5,458 5,391 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △5 11 

土地再評価差額金 6,725 6,725 

為替換算調整勘定 △75 △63 

評価・換算差額等合計 6,644 6,672 

少数株主持分 260 248 

純資産合計 12,363 12,313 

負債純資産合計 32,135 32,076 
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(2) 四半期連結損益計算書 
【第２四半期連結累計期間】 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 9,308 10,101 

売上原価 7,344 7,998 

売上総利益 1,963 2,102 

販売費及び一般管理費   

発送費 254 264 

広告宣伝費及び販売促進費 58 46 

従業員給料及び手当 455 464 

賞与引当金繰入額 79 60 

退職給付費用 90 110 

減価償却費 62 55 

試験研究費 71 83 

その他 684 690 

販売費及び一般管理費合計 1,757 1,775 

営業利益 205 326 

営業外収益   

受取利息 0 0 

受取配当金 8 7 

受取賃貸料 20 20 

持分法による投資利益 30 75 

その他 25 22 

営業外収益合計 84 125 

営業外費用   

支払利息 45 39 

その他 5 2 

営業外費用合計 50 41 

経常利益 239 410 

特別損失   

固定資産除却損 1 2 

出資金評価損 － 6 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 54 

特別損失合計 1 63 

税金等調整前四半期純利益 237 347 

法人税等 102 131 

少数株主損益調整前四半期純利益 － 215 

少数株主利益 25 25 

四半期純利益 109 190 
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 

 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 237 347 

減価償却費 312 289 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 54 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △2 6 

賞与引当金の増減額（△は減少） － 4 

退職給付引当金の増減額（△は減少） － 95 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） － △1 

受取利息及び受取配当金 △8 △7 

支払利息 45 39 

持分法による投資損益（△は益） △30 △75 

有形固定資産除却損 1 2 

売上債権の増減額（△は増加） 241 △163 

たな卸資産の増減額（△は増加） 203 72 

仕入債務の増減額（△は減少） △553 △64 

未払消費税等の増減額（△は減少） 6 △15 

その他 △107 △40 

小計 346 543 

利息及び配当金の受取額 33 48 

利息の支払額 △45 △40 

法人税等の支払額 △39 △185 

営業活動によるキャッシュ・フロー 294 367 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △199 △123 

投資有価証券の売却による収入 1 5 

長期貸付けによる支出 △51 △1 

長期貸付金の回収による収入 0 0 

その他 3 △113 

投資活動によるキャッシュ・フロー △245 △232 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 650 350 

短期借入金の返済による支出 △534 △430 

長期借入れによる収入 500 1,000 

長期借入金の返済による支出 △606 △834 

社債の償還による支出 △50 △50 

自己株式の取得による支出 △0 △0 

配当金の支払額 △123 △123 

少数株主への配当金の支払額 △9 △13 

財務活動によるキャッシュ・フロー △173 △101 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △124 33 

現金及び現金同等物の期首残高 1,250 1,438 

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,126 1,472 
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(4) 継続企業の前提に関する注記 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

該当事項はありません。 

 

 

(5) セグメント情報 

【事業の種類別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 

 
塗料事業 

(百万円) 

化成品事業 

(百万円) 

計 

(百万円) 

消去又は 
全社 

(百万円) 

連結 

(百万円) 

売上高 8,397  911  9,308  －  9,308  

営業利益 163  42  205  －  205  

(注) １ 事業の区分は、売上集計区分によっております。 

２ 各事業の主要な製品 

(1) 塗料事業     油性塗料及び合成樹脂塗料 

(2) 化成品事業    防疫薬剤及び工業用殺菌剤 

３ 技術供与先から受け取るロイヤリティー収入については従来は営業外収益の「受取ロイヤリティー」に

計上しておりましたが、第１四半期連結累計期間より売上高に含めて計上する方法に変更しております。 

 

 

【所在地別セグメント情報】 

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が、90％を超えているため、所在地別セグメン

ト情報の記載を省略しております。 

 

 

【海外売上高】 

前第２四半期連結累計期間(自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日) 

海外売上高が連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 
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【セグメント情報】 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17

号  平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基

準適用指針第20号  平成20年３月21日）を適用しております。 

 

１  報告セグメントの概要 

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ

ります。 

当社は、取り扱う製品・サービス別に事業活動を展開しており、「塗料事業」及び「化成品事業」の

２つを報告セグメントとしております。 

「塗料事業」は、合成樹脂塗料等の製造販売をしております。「化成品事業」は、防疫薬剤及び工業

用殺菌剤の受託生産を行っております。 

 

２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日） 

（単位：百万円） 

報告セグメント 
 

塗料事業 化成品事業 計 
合計 

売上高 9,207 893 10,101 10,101 

セグメント利益 385 25 410 410 

 

３  報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容（差異調整に関する事項） 

当第２四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日） 

（単位：百万円） 

利    益 金    額 

報告セグメント計 410 

四半期連結損益計算書の経常利益 410 

 

４  報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

 

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

当第２四半期連結累計期間(自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日) 

該当事項はありません。 

神東塗料㈱ (4615）　平成23年3月期　第２四半期決算短信

10




